
 

 

■５つの地域の特性                           

 

 

 

 
概ね横ばいで推移しているものの、駅周辺の市街地開発事業もあり平成
27(2015)年から増加傾向となっています。 

 
既成市街地とニュータウン区域がある地域で、人口は増加と減少が繰り返
しており、概ね横ばいで推移しています。 

 
人口は増加と減少が繰り返していますが、住宅地の開発などが進み、令和
２(2020)年は平成27(2015)年に比べて増加しています。 

 
ニュータウン区域の初期入居の地域であり、諏訪団地の建替え等もあった
ことから人口は減少傾向が続いています。 

 
ニュータウン区域の中でも比較的近年建設された地区であることから、人
口は増加傾向が続いています。 

 

  



 

 

 

 
生産年齢人口（15～64歳）の割合が、他地域と比べて最も高い地域で
す。 

 年少人口（15歳未満）の割合が、第３地域に次いで高い地域です。 

 
他地域と比べて年少人口（15歳未満）の割合が最も高く、老年人口（65
歳以上）の割合が最も低い地域です。 

 
他地域と比べて年少人口（15歳未満）及び生産年齢人口（15～64歳）の
割合が最も低く、老年人口（65歳以上）の割合が最も高い地域です。 

 
年少人口（15歳未満）、生産年齢人口（15～64歳）、老年人口（65歳以
上）の各割合が、市全域と同様の傾向となっています。 

 

 

 

  



 

 
 

 

 
民間開発により整備された桜ヶ丘地区は高齢化率が高い一方、聖蹟桜ヶ丘
駅の西側は高齢化率が低くなっています。 

 
ニュータウン区域である聖ヶ丘地区は高齢化率が高い一方、主要地方道府
中町田線（多3・4・18号ニュータウン街路１号線）沿道の馬引沢地区は
高齢化率が低くなっています。 

 
百草団地がある地区は高齢化率が非常に高くなっていますが、他の地区は
全体的に高齢化率が低くなっています。 

 
住宅団地の建替えが進む諏訪二丁目や永山駅周辺は、比較的高齢化率が低
く、永山駅から離れた南多摩尾根幹線沿道や愛宕地区で高齢化率が高くな
っています。 

 
多摩センター駅から離れた南多摩尾根幹線沿道で比較的高齢化率が高く、
多摩センター駅の近くは高齢化率が低くなっています。 
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「道路」や、桜ヶ丘地区などがあることから他地域と比べ「住宅用地」の割
合が高い地域です。一方、「公共用地」や「公園・運動場等」の割合は低く
なっています。 

 
都立桜ヶ丘公園などがあるため「公園・運動場」の割合が高く、またゴルフ
場や米軍多摩サービス補助施設があることから「原野・森林」の割合が高い
地域です。「住宅用地」や「道路」は他の地域と比べて低くなっています。 

 
他地域と比べ、「住宅用地」や「農業用地」の割合が高い地域です。また、
和田地区では工場・倉庫等が立地していることから「工業用地」や「屋外利
用地等」が高くなっています。 

 
「道路」や「公園・運動場」といった都市基盤*、学校などの「公共用地」の
割合が高くなっています。 

 
多摩センター駅周辺は多摩ニュータウンの中心地として商業・業務機能が集
中していることから「商業用地」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 
地域の多くは桜ヶ丘地区など低層住宅地が広がっており、「一低」に指定さ
れています。聖蹟桜ヶ丘駅周辺や川崎街道沿道は「商業」、その周辺は「近
商」や「二住」に指定されています。 

 
既成市街地の多くは「一低」に指定され、新大栗橋交差点付近は「二住」に
指定されています。ニュータウン区域は、「一低」、「一中高」、「二中
高」に指定されています。 

 
和田地区の一部は「準工業」に指定されています。百草団地や土地区画整理
事業区域などは「一中高」や「二中高」に指定され、その他の地区は「一
低」に指定されています。 

 

地域の多くが「一中高」に指定されています。近隣センターなどは「二中
高」に指定され、多摩ニュータウン通り、鎌倉街道、南多摩尾根幹線の各沿
道は「二住」、「準住」、「準工業」、永山駅周辺は「近商」に指定されて
います。 

 

地域の大半を占めるニュータウン区域は「一中高」に指定されています。 
多摩センター駅周辺は「商業」に指定され、その周辺は「近商」や「二住」
に指定されています。唐木田駅周辺の南多摩尾根幹線沿道は「近商」や「準
住」などに指定されています。 



 

 

 

 
全ての地域で「共同住宅」の割合が最も高くなっています。 
一戸建の割合は、ニュータウン区域である第４地域や第５地域と比べ、既
成市街地である第１地域、第２地域、第３地域で高くなっています。 

 

 

 

 
桜ヶ丘地区などの戸建住宅や、分譲マンションが多いことから「持ち家」
の割合が高いですが、「民営の借家」の割合も高くなっています。 

 戸建住宅が多いことから「持ち家」が最も高くなっています。 

 
百草団地があることから、「公営・都市再生機構・公社の借家」の割合が
高くなっています。また、「持ち家」の割合が最も高いですが、「民間の
借家」の割合も高くなっています。 

 
諏訪団地や永山団地などがあることから「公営・都市再生機構・公社の借
家」の割合が他地域と比べて高くなっています。 

 
戸建住宅や分譲マンションが多いことから「持ち家」の割合が高くなって
います。 

 



 

３－１ 第１地域                         

１）第１地域の現況と特徴                       
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既成市街地の今昔 

高度経済成⾧の前、まだ多摩村だったころ、聖蹟桜ヶ丘駅周辺はほぼ田んぼでした。道路交通の要

衝は、川崎街道と鎌倉街道が交差する大栗橋で、街道沿いに商店がぽつぽつと並んでおり、村のどこか

らでも富士山を見ることができました。 

市街地整備の先駆けになったのは、昭和３１年に入居が始まった関戸字大河原（現関戸２丁

目）にできた住宅街でした。京王電鉄が河砂利を採取した跡地を埋立てて、住宅地にしたものです。 

高度経済成⾧と共に、桜ヶ丘住宅の造成が始まり、駅の高架化と周辺の開発が進みました。新鎌

倉街道と川崎街道の整備、一ノ宮住宅、高層マンション、商業業務ビルの建設等々、その後６０年

余をかけて、関戸・一ノ宮地域は変貌を遂げてきました。ですが、これらの開発は、地域全体を俯瞰した

計画の下に進められたものではないため昔ながらの形状が残っている地区もあり、歩行空間のない曲がり

くねった農道や狭小な建物の密集もあります。こうした路地裏も悪くないかもしれませんが、安全性と防

災上の観点から、ぬくもりを残した再開発が必要だと考えます。 

もう一つ忘れてならないのは、この既成市街地がかつて受けた水害です。多摩中学校と多摩第一小

学校の間に流れている小川の源泉の一つが、かつてはアカシアの雑木林に水がこんこんと湧き出る池でし

た。昭和３０年代には何度か、内水氾濫で床上浸水の被害が発生しています。近年、激甚化・頻発

化している豪雨への対策は大丈夫か、気になるところです。 



 

２）市民の意識                            
 

 

３）第１地域におけるまちづくりの課題                 
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４）第１地域のまちづくりの方針                    

■まちづくりの基本的な方向性                         

 

■ゾーニングの考え方                            
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■まちづくりの方針                             

○ 地域資源を活かした回遊性の向上によるにぎわいの形成 

・ 

○ 公園・緑地におけるにぎわいの形成 

・ 

 

 

○ 公共交通ネットワークの確保・維持 

・ 

○ 誰もが移動しやすい環境の整備に向けた検討 

・ 

 

○ 京王線の高架化促進 

・ 

 

 

○ 関戸橋の架け替え整備の促進 

・ 

  



 

○ 都市計画道路の在り方の検討 

・ 

 

○ 利用者の安全性の向上 

・ 

・ 

 

 

○ 歩行環境の整備による回遊性の向上 

・ 

○ 自転車ネットワークの充実 

・ 

・ 

○ まちの回遊性の向上 

・ 

 

 

○ 無電柱化の推進 

・ 

  



 

 

○ みどりのネットワークの形成 

・ 

 

○ 安心・快適な道路空間と持続可能なみどりの形成 

・ 

 

○ 水質の保全 

・ 

○ 親水空間の形成 

・ 

 

○ 農地の維持・保全 

・ 

○ 農地の機能を活かしたまちづくりの推進 

・ 

・ 

  



 

 

○ 地域住民の憩いの場となる屋外環境の創出 

・ 

 

○ 市民参加による維持管理の推進 

・ 

 

 

○ 特定緊急輸送道路沿道建築物の耐震化の推進 

・ 

 

○ 建築物やインフラ施設の耐震性向上 

・ 

○ 地域特性に応じた住環境の改善 

・ 

・ 

 

○ 防災対策の推進 

・ 

・ 

 



 

○ 流域治水対策の取組みの推進 

・ 

・ 

 

○ 避難所や災害備蓄品の充実 

・ 

・ 

・ 

 

 

○ バリアフリー化の推進 

・ 

 

 

○ 低層住宅地における良好な住環境の保全 

・ 

・ 

○ マンション管理の適正化の促進 

・ 

・ 

・ 

  



 

 

○ 資源の保全と活用、特色に合わせた景観の形成 

・ 

・ 

・ 

  



 

■第１地域のまちづくり方針図                        

 

 

 



 

３－２．第２地域                         

１）第２地域の現況と特徴                       
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２）市民の意識                            
 

 

３）第２地域におけるまちづくりの課題                 
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４）第２地域のまちづくりの方針                    

■まちづくりの基本的な方向性                         

 

■ゾーニングの考え方                            
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■まちづくりの方針                             

○ 豊かなみどりを活かしたにぎわいの形成 

・ 

○ 聖ヶ丘近隣センターにおけるにぎわいの形成 

・ 

・ 

○ 大学と連携したにぎわいの形成 

・ 

 

 

○ 公共交通ネットワークの確保・維持 

・ 

○ 誰もが移動しやすい環境の整備に向けた検討 

・ 

 

 

○ 南多摩尾根幹線の４車線化整備の早期完了 

・ 

 

 

  



 

○ 利用者の安全性の向上 

・ 

・ 

 

○ ウォーカブルなまちづくりの推進 

・ 

 

 

○ 自転車歩行者専用道路の環境整備 

・ 

・ 

○ まちの回遊性の向上 

・ 

○ 河川沿いの回遊性の向上 

・ 

 

 

○ みどりの適切な保全とネットワークの形成 

・ 



 

・ 

 

○ 安心・快適な歩行空間と持続可能なみどりの形成 

・ 

 

○ 水質の保全 

・ 

○ 親水空間の形成 

・ 

 

○ 農地の維持・保全 

・ 

○ 農地の機能を活かしたまちづくりの推進 

・ 

・ 

 

 

 

○ 東京都と連携した都立桜ヶ丘公園の整備の促進 

・ 

○ 地域住民の憩いの場となる屋外環境の創出 

・ 

 



 

○ 市民参加による維持管理の推進 

・ 

 

 

○ 建築物やインフラ施設の耐震性向上 

・ 

○ 地域特性に応じた住環境の改善 

・ 

・ 

 

○ 防災対策の推進 

・ 

○ 流域治水対策の取組みの推進 

・ 

 

○ 避難所・避難経路に関する周知の充実 

・ 

・ 

 

 

○ バリアフリー化の推進 

・ 

 



 

 

○ 低層住宅地における良好な住環境の保全 

・ 

・ 

 

○ マンション管理の適正化の促進 

・ 

・ 

・ 

○ 良質な住宅ストックの形成 

・ 

 

 

○ 地域の特色に合わせた景観の形成 

・ 

・ 

・ 

 

  



 

■第２地域のまちづくり方針図                        

 

 

 




